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Abstract 

 
Shima-square is an activity that aims to regional activation by entrepreneurship education. This paper shows the 

policies and reports of this activity which has been continuing nine years. The activity of Shima-square is to implement 
the course, to cultivate the next generation, to support the graduates and community activities. The activity of 
Shima-square is not intended to carry out the measures to the local creation directly. However, we think to lead to 
resolve regional issues by providing a place to gather people with a thought to the region and practice. 
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１．はじめに 
「島スクエア」は、平成 20 年度の文部科学省科学

技術振興調整費事業、地域再生人材創出拠点の形成

「山海空コラボレーションみかん島再生クルー」と

題して採択されたプロジェクトの愛称で、起業家を

養成することで地域再生につなげる取り組みとして

スタートし、状況に応じて形を変えながら今日に至

っている 1)-6)。少子高齢化が進み人口減少が止まらな

い地域にとって地域再生は最重要課題の一つであり、

島スクエアは地域人材の養成という形で、地域課題

に地道に取り組んできた試みの一つと捉えることが

できる。 
本論文は平成28年度で島スクエア事業も9年目を

迎え、その方針と活動内容について紹介し、今後の

展望について述べる。 
 

２．島スクエアの方針 
平成 28 年度の島スクエアの現在の方針も、補助金

が終了した後の継続に向けた平成 24 年度「6 年目の

島スクエアの方針」（文献[6]）を踏襲している。す

なわち、島スクエアを「起業や新たな事業展開を目

指す意欲的な人が集まり、それぞれの得意とする能

力を生かして結びつき、地域再生へつなげようとす

る取り組み」と捉え、講座の実施、次世代の育成、

地域活動や修了生のサポートの３つの活動を行うこ

とである。島スクエアの実施体制を図 1 に示す。 
島スクエアの活動は、本校の島スクエア起業教育

研究センターと平成 25 年に島スクエア修了生を中

心に修了生や地域活動を支援するために立ち上げた

NPO 法人島スクエアプラスが中心になって行って

いる。活動予算は、本校と周防大島町をはじめとす

る柳井広域自治体からの補助金で賄われている。 
 

 
図１ 実施体制 

 
３．活動内容 
 平成 27 年度の活動日程を表１に示す。活動は年間

をとおして行われ、各種講座、奇数月の第 2 日曜の 
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表１ 平成 27 年度「島スクエア」の日程 

 
 
「ふれあい市場」、「安下庄海の市」などの支援、年

度末の報告会「島スクエアフォーラム」である。運

営会議は周防大島町、商工会、島スクエアプラスか

らの委員を交えて、実施状況の報告や今後の活動に

ついての打ち合わせ、意見交換を定期的に行ってい

る。また、島スクエアの広報も兼ねて、活動の案内

や報告を島スクエアホームページに掲載している 7)。

なお、ふれあい市場の運営など活動の一部を島スク

エアプラスに業務委託し、協働して運営している。 
 
３．１ 講座の実施 
 平成 27 年度に実施した一般向けの講座と受講人

数を表２に示す。 
実施する講座は、“起業や新たな事業展開に役立つ

もの”という広い観点で捉え、予算や担当者を考慮 

 
表２ 平成 27 年度の講座と受講人数 

 
 
して、5 月からの受講生募集に間に合うように決め

る。講座内容は、次の 3 つに分類できる。 
・起業、経営に役立つもの 
・商品開発やサービスに役立つもの 
・販売促進や情報発信に役立つもの 
起業や経営は商工会、ものづくり技術や Web 情報

関連、海洋に関する技術は本校、起業相談や販売・

流通、発酵食品などは島スクエアプラスという形で

経験豊かな人材を有しており、予算に合わせて日程

調整して講座を計画する。図２は発酵食品講座の様

子である。講座の実施場所は、主に島スクエア起業

教育研究センター2 階の講義室を利用している。 
一方、島スクエア講座の年間の実施日数と受講人

数を図３に示す。国からの補助金で実施した平成 20
年度から 24 年度までは、講座数を徐々に増やし、講

座日数が年間 80 日、受講生も 50 名近くになった。

特に平成 24 年度は、島スクエアが終了するという駆

け込みで受講生が大幅に増えた。自治体からの補助

金による継続後は予算の大幅減に関わらず、年間 30
日の講座と 30 名程度の受講生を維持している。 

 

 
図２ 発酵食品の講座 
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図３ 島スクエア講座の実施日数と受講人数 

 
島スクエアを実施した当初は、“地域的に受講生を

毎年確保するのが難しいのではないか”という意見

もささやかれていた。しかしながら、講座内容も年

により変わることや、以前は中断して何回か受講で

きなかった部分を勉強し直す方もおり、修了生の再

受講も増えている。結果として、長期的な人材養成

の場となりつつある。なお、これまで島スクエアの

講座は、自治体から補助金を頂いて運営しているこ

と、受講生がわざわざ貴重な時間を使って講座に来

られることに配慮し、無料で行っている。 
 

３．２ 次世代の育成 
少子化の進む地域にとって、教育の質の確保や「考

える力」、「創造する力」を身に付けさせることは重

要なことである。平成 27 年度に実施した次世代育成

講座と受講人数を表３に示す。次世代集中講座は夏

休み特別セミナーと題して本校近隣の高校と本校学

生に案内する起業家養成の基礎講座である。高校の

夏休みは 7 月と 8 月、本校の夏休みはお盆明けの 8
月と 9 月であるため、学生が参加しやすい日程の調

整が課題となっている。 
また、親子発明工作教室は保護者と小学生が、2

時間程度で工作する講座で、近隣の小学校へご案内

している。これまで申し込みが多く、受け入れ人数

を増やすため午前と午後の 2 回に分けて行っている

が、さらに受け入れの人数を増やすことを検討して

いる。図４は、親子発明工作教室の様子である。 
また、ふれあい市場も次世代育成の場となりつつ

ある。近隣の小中学校からボランティアの生徒がグ

ループとして来られ、地域との交流や実習体験の場

となりつつある。図５は、ふれあい市場当日の準備

前のボランティアの生徒さんへの全体説明の様子で

ある。 

さらに、ふれあい市場には本校からロボットコー

ナーも設けられ、レゴブロックで組み立てたロボッ

トを対戦させる「レゴバトル」が小学校低学年も楽

しめる教育の場となっている。図６は「レゴバトル」

の様子である。毎回楽しみにしている子も何人かい

て、ボランティアの小中学生も合間に楽しんでいる。 
 
表３ 平成 27 年度の次世代育成講座と受講人数 

 
 

 
図４ 親子発明工作教室 

 

 
図５ ふれあい市場でのガイダンス 

 

 
図６ ふれあい市場での「レゴバトル」 
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３．３ 地域活動や修了生のサポート 
地域活動や修了生のサポートは、NPO 法人島スク

エアプラスと一緒に行っている。主な活動内容は次

のとおりである。 
・島スクエア起業教育研究センターでは、決められ

た曜日に相談員を置き、修了生や地域の方の相談

に応じている。 
・島スクエアフォーラムを行い、活動の報告会と地

域を考える方の交流の場となっている。 
・起業に役立つ情報など「島スクエア」ニュースレ

ターとして電子メールでの配信を行っている。 
・「島スクエアプラス」主催の講座やワークショップ

を行っている。 
・「ふれあい市場」（奇数月第２日曜）、11 月は「大

島夢さくひろば祭り」を行っている。 
・「安下庄海の市」、「ふれあいどころ４３７」への修

了生出店などのお手伝いをしている。 
・「小規模菜園農産物」流通のしくみづくりを行って

いる。 
・柳井白壁通り「かみゆい処」の利用に向けての取

り組みを行っている。 
 これらの活動は、修了生や島スクエアプラス、地

域の方々のボランティアに支えられている。この、

３月に実施した島スクエアフォーラムでは、島スク

エア修了生など地域で活躍する起業家による会場一

体型のパネルディスカッションが行われた。 
 
４．島スクエアの展望 
現在、全国で地域創生への取り組みは始まり、各

地で様々な活動を耳にするようになった。地域資源

を生かして商品開発を行って六次産業化を目指した

り、体験型観光や外国人向けの観光に力を入れたり、

インターネットを活用した情報発信やネット販売、

ブランド戦略で海外展開を図ったり、様々な事例が

テレビや新聞で報道されるようになっている。一方、

“限界集落”、“消滅都市”という言葉もささやかれ

るように、社会生活を維持することさえ難しくなり

始めている地域もある。島スクエアの活動は、直接

的に地域創生への対策を行うものではない。しかし

ながら、地域への思いを持っておられる方が集まる

場を設け、それぞれを生かしていくことで、間接的

に地域問題解決につながることを期待している。ま

た、未熟な点も多いが、島スクエアの活動をとおし

て、山口県東部地域で子供からお年寄りまで世代を

超えた地域教育の場を提供するスタートに立ったと

考えている。 
一方、島スクエア活動は、意欲的な方々のボラン

ティア的な働きで維持されている部分が大きい。そ

のため、予算内でどの程度のことができるか、配慮

しながら運営している。 
また、島スクエアの関係者も定年退職世代は年々

年を取り、子育て世代は生活面を大切にする必要が

ある。そのため、島スクエアの運営も年々難しくな

る面はある。しかしながら、次世代の成長を期待し

ながら、島スクエアが地域で必要とされる限り、活

動を続けて行ければ良いと考えている。 
 
５．おわりに 
山口県内 11 校の大学・高専では、山口大学が中心

となり“地（知）の拠点大学による地方創生推進事

業（COC+）”「やまぐち未来創生人材育成・定着促

進プログラム」が採択され山口フロンティアリーダ

ー（ＹＦＬ）の育成が始まっている。島スクエアの

活動は、学生が地域活動に目を向ける良い機会にな

っている。本校からも、地域で活躍できる人材が育

つことを願っている。 
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